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＜参考資料＞

◎ 学習指導要領とは

全国的な教育の機会均等や教育水準の維持・向上のために、すべての児童生徒に対し

て指導すべき内容を示す教育課程の基準であり、具体的には、各教科等の目標やおおま

かな内容を定めている。

■ これまでの変遷

・昭和33～35年改訂 教育課程の基準としての性格の明確化（道徳の時間の新設）

・昭和43～45年改訂 教育内容の一層の向上（教育内容の現代化）

・昭和52～53年改訂 ゆとりある充実した学校生活の実現（学習負担の適正化）

・平 成 元 年 改 訂 社会の変化に自ら対応できる心豊かな人間の育成（生活科の新設）

・平成10～11年改訂 基礎・基本を確実に身に付けさせ、自ら学び自ら考える力などの「生きる力」の
育成（総合的な学習の時間の新設）

■ 今回の改訂

・教育基本法の改正（Ｈ18.12）→教育三法の改正（学教法、地教行法、免許法及び教特法）

・幼稚園教育要領、小・中学校学習指導要領（文部科学省告示）改訂（Ｈ20.3）

教育基本法や学校教育法の改正等をふまえ、「生きる力」をはぐくむという学習指導要領

の理念を実現するため、その具体的な手だてを確立する観点から学習指導要領が改訂された。

・教育振興基本計画の策定（Ｈ20.7）

・高等学校、特別支援学校学習指導要領（文部科学省告示）改訂（Ｈ21.3）

◎ 新学習指導要領のポイント

■ 理念

「生きる力」の育成 (現行学習指導要領の理念を継承)

確かな学力 豊かな人間性 健康・体力

■ 改訂の基本的な考え方

・教育基本法改正等で明確になった教育の理念をふまえ、「生きる力」を育成
・知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視
・道徳教育や体育などの充実により、豊かな心や健やかな体を育成
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■ 授業時数の増加

■ 教育内容の主な改善事項

○国語・社会・算数・理科・体育の授業
時数を１０％程度増加
○週当たりのコマ数を低学年で週２コマ、
中・高学年で週１コマ増加

○国語・社会・数学・理科・外国語・保健
体育の授業時数を実質１０％程度増加
○週当たりのコマ数を各学年で週１コマ

増加

中学校小学校




